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国際ロータリー第2550地区

2021-2022年度 4月号2021-2022年度 4月号

ＳＬと染井吉野・菜の花（真岡鉄道・北真岡駅周辺）　（真岡市）
ＳＬは、福島県川俣町で静態保存されていたものを平成3年に譲り受け、平成6年3月に真岡鐵道で運行を開始。今も現役で活躍する、日本で唯一の
C12形です（真岡鐡道公式ホームページから引用）。ＳＬと染井吉野・菜の花のコラボレーションをお楽しみください。まさに絶景です。
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四つのテスト四つのテスト

ロータリーの目的ロータリーの目的

言行はこれに照らしてから

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。

具体的には、次の事項を奨励することにある。

知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること

職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕

する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること

ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕の

理念を実践すること

奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を

推進すること

１　真実かどうか
２　みんなに公平か
３　好意と友情を深めるか
４　みんなのためになるかどうか
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　桜の花もほころんでまいりました。皆様にはご健勝にてご活躍のこととお喜び申し上げます。オミクロン株による

感染者が減らない中、ロシアのウクライナへの侵攻という主権を無視した行動が始まり、国際ロータリーが声明文を

発出する事態になっております。一日も早い終息を願うばかりです。

　４月となりましたが、進学、入社で新たな年度の始まりを実感します。これから新しい立場で、それぞれ希望に胸を

膨らまされる光景が目に浮かびます。皆様の職場でもリクルート姿の初々しい若者の入社もあった事と思います。

　３月１３日、会長エレクト研修セミナー（PETS）が行われました。次年度に向けての準備で大変お忙しいこととご

推察申し上げます。

　さて、４月は「母子の健康月間」です。

　２０１４年１0月RI理事会は、４月を重点分野：「母子の健康月間」としま

した。５歳未満の幼児の死亡率と罹患率の削減、妊婦の死亡率と罹患率の

削減、より多くの母子に対する基本的な医療サービスの提供、保険従事者

を対象とした研修、保険ケアの提供、母子の健康に関連した仕事に従事す

ることを目指す専門職業人のための奨学金の支援を強調する月間であり

ます。毎年、5歳未満で命を落とす子どもは、世界で 推定５９０万人。その原

因は、栄養失調、適切な医療や衛生設備の欠如など、どれも予防が可能なものばかりです。 予防可能な原因で母と子

どもが命を落とすことなどあってはならないと私たちロータリー会員は考えます。すべての母子が質の高い医療を

受けられるよう、そして、出産で命を落とす母親がいなくなり、子どもがすくすくと成長できるように、私たちは支援

活動を行っています。 ロータリーは、母子の健康を改善し、５歳未満の幼児の死亡率を減らすための活動と研修を支

援します。この分野のプロジェクトは、医療サービスへのアクセスの改善および拡充、医療機器の提供、および医療従

事者の研修によって、医療システム３を強化します。

　さらに、ロータリー財団は、この重点分野の目的と目標を以下のとおり掲げ、母子の健康を

改善するためのロータリアンの活動を支援しています。

【母子の健康月間の重点目標】 

１. 　新生児や赤ちゃんの死亡率の削減。 

２. 　５歳未満の幼児の死亡率と罹患率の削減。

３. 　妊婦の死亡率と罹患率の削減。 

４. 　母子に対する基本的な医療サービス、医療従事者・保健従事者の研修、および医療提供

　　　者への支援。 

石　田　順　一 （真岡ロータリークラブ）

いし だ じゅん いち

国際ロータリー第2550地区　2021-22年度ガバナー

「母子の健康」月間に寄せて

【活動】

５. 母子の健康に関連した仕事で活躍していくことを 目指す専門職業人のための大学院レベルの奨学金支援。 

　・ 安全な出産 清潔な出産キットの配布、安全な出産方法に関する保健従事者の研修など、妊婦が安全な環境で出

　　産できるよう支援しています。

　・ 持続可能なプログラム 適切な研修を受けた医者、看護師、助産師、医療従事者によるケアをすべて女性が受けら

　　れるよう支援しています。 

　・ 幼い命を救う医療支援 日本とブラジルのクラブがロータリーの補助金を利用して、新生児の命を救う機器を病

　　院に提供しました。

　当地区に置いて未だコロナ禍の中終息時期も見えず、ワクチンが行き渡る前に「変異種」の感染者が増加しています。

　正しく恐れる事が大事ですが、家庭内感染も多い中、親御さんも子供が感染しないか神経を遣われていると思いま

す。太陽の下で思いっきり運動する事も制限され、ストレスを抱えて神経を病むお子さんも居られます。小さなお子

さんがマスクをしているのを見るのは痛々しい限りです。このような厄災を克服出来る事を切に願うばかりです。

　私は口に食する物には気を遣って子育てしました。塩や砂糖をあまり使わず、無添加の物、有機野菜などです。でも

それは、贅沢な事なのです。 毎日、今晩は何にしようかと迷います。世界には、今日どうやって食べるものを調達しよ

うか？ ひもじい思いをして眠りにつく子供達。貧しい国の事でなく、日本でもお腹いっぱい食べられない子供の貧

困が増えてきていて心配しています。２５５０地区でも「子供食堂」を支援されているクラブは多いです。まともに医

療を受けられない子供達もいるようです。 

　ロータリークラブは世界で母子の健康を改善して質の良い医療を受けられるよう支援していきましょう。 自分の

子や孫の幸せを願うように。
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米山記念奨学会修了式歓送会米山記念奨学会修了式歓送会

　２０２２年２月２７日(日)宇都宮市ホテルニューイタヤにおきまして修了式を開催しました。

　２年前までは、修了生、世話クラブカウンセラー、並びにサブ世話クラブ代表、大学の指導教官、そして学友の参加をいただき、修

了式の後、飲食しながらの歓送会を開催しておりました。本年は昨年同様、新型コロナウイルス感染症の影響で、修了生と世話クラ

ブカウンセラーの方のみ会場に出向いていただき、サブ世話クラブ、指導教官、学友には、Zoom参加の形での開催となりました。

　会場風景を撮影するカメラ担当、パソコン担当を配置し米山委員会全員でそしてホテル側も密にならぬように配慮しての開催に

なりました。石田順一ガバナー、佐貫直道ガバナーエレクト、羽石光臣米山記念奨学会評議員、栃木秀麿米山記念奨学会理事並

びに地区米山部門カウンセラー、鄭仁淑栃木米山学友会会長、修了生１２名とカウンセラーの方 に々出席していただきました。

　まず、奨学生に修了証、カウンセラーに感謝状が、ガバナーより贈呈されました。

長　  正 英

国際ロータリー第2550地区2021学年度

米山記念奨学会修了式歓送会
国際ロータリー2550地区米山記念奨学会
委員長 （宇都宮陽北RC）

　桜の花もほころんでまいりました。皆様にはご健勝にてご活躍のこととお喜び申し上げます。オミクロン株による

感染者が減らない中、ロシアのウクライナへの侵攻という主権を無視した行動が始まり、国際ロータリーが声明文を

発出する事態になっております。一日も早い終息を願うばかりです。

　４月となりましたが、進学、入社で新たな年度の始まりを実感します。これから新しい立場で、それぞれ希望に胸を

膨らまされる光景が目に浮かびます。皆様の職場でもリクルート姿の初々しい若者の入社もあった事と思います。

　３月１３日、会長エレクト研修セミナー（PETS）が行われました。次年度に向けての準備で大変お忙しいこととご

推察申し上げます。

　さて、４月は「母子の健康月間」です。

　２０１４年１0月RI理事会は、４月を重点分野：「母子の健康月間」としま

した。５歳未満の幼児の死亡率と罹患率の削減、妊婦の死亡率と罹患率の

削減、より多くの母子に対する基本的な医療サービスの提供、保険従事者

を対象とした研修、保険ケアの提供、母子の健康に関連した仕事に従事す

ることを目指す専門職業人のための奨学金の支援を強調する月間であり

ます。毎年、5歳未満で命を落とす子どもは、世界で 推定５９０万人。その原

因は、栄養失調、適切な医療や衛生設備の欠如など、どれも予防が可能なものばかりです。 予防可能な原因で母と子

どもが命を落とすことなどあってはならないと私たちロータリー会員は考えます。すべての母子が質の高い医療を

受けられるよう、そして、出産で命を落とす母親がいなくなり、子どもがすくすくと成長できるように、私たちは支援

活動を行っています。 ロータリーは、母子の健康を改善し、５歳未満の幼児の死亡率を減らすための活動と研修を支

援します。この分野のプロジェクトは、医療サービスへのアクセスの改善および拡充、医療機器の提供、および医療従

事者の研修によって、医療システム３を強化します。

　さらに、ロータリー財団は、この重点分野の目的と目標を以下のとおり掲げ、母子の健康を

改善するためのロータリアンの活動を支援しています。

【母子の健康月間の重点目標】 

１. 　新生児や赤ちゃんの死亡率の削減。 

２. 　５歳未満の幼児の死亡率と罹患率の削減。

３. 　妊婦の死亡率と罹患率の削減。 

４. 　母子に対する基本的な医療サービス、医療従事者・保健従事者の研修、および医療提供

　　　者への支援。 

【活動】

５. 母子の健康に関連した仕事で活躍していくことを 目指す専門職業人のための大学院レベルの奨学金支援。 

　・ 安全な出産　清潔な出産キットの配布、安全な出産方法に関する保健従事者の研修など、妊婦が安全な環境で出

　　産できるよう支援しています。

　・ 持続可能なプログラム　適切な研修を受けた医者、看護師、助産師、医療従事者によるケアをすべて女性が受け

　　られるよう支援しています。 

　・ 幼い命を救う医療支援　日本とブラジルのクラブがロータリーの補助金を利用して、新生児の命を救う機器を

　　病院に提供しました。

　当地区に置いて未だコロナ禍の中終息時期も見えず、ワクチンが行き渡る前に「変異種」の感染者が増加しています。

　正しく恐れる事が大事ですが、家庭内感染も多い中、親御さんも子供が感染しないか神経を遣われていると思いま

す。太陽の下で思いっきり運動する事も制限され、ストレスを抱えて神経を病むお子さんも居られます。小さなお子

さんがマスクをしているのを見るのは痛々しい限りです。このような厄災を克服出来る事を切に願うばかりです。

　私は口に食する物には気を遣って子育てしました。塩や砂糖をあまり使わず、無添加の物、有機野菜などです。でも

それは、贅沢な事なのです。 毎日、今晩は何にしようかと迷います。世界には、今日どうやって食べるものを調達しよ

うか？ ひもじい思いをして眠りにつく子供達。貧しい国の事でなく、日本でもお腹いっぱい食べられない子供の貧

困が増えてきていて心配しています。２５５０地区でも「子供食堂」を支援されているクラブは多いです。まともに医

療を受けられない子供達もいるようです。 

　ロータリークラブは世界で母子の健康を改善して質の良い医療を受けられるよう支援していきましょう。 自分の

子や孫の幸せを願うように。
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米山記念奨学会修了式歓送会米山記念奨学会修了式歓送会

　修了生からは、奨学金をいただき学生生活がいかに充実していたか、また卒業に向けて今後の進路などの報告、さらにカウン

セラーの方々からも温かいお言葉をいただきました。またZoomにて参加していただいた指導教官の先生やサブ世話クラブ代表

の方、そして米山学友からも、心のこもった、贈るお言葉をいただき感動の中、終了いたしました。　　

　一昨年よりのコロナ禍により、例会中止など様 な々活動が制限されての奨学生生活でしたが、卒業してからが米山学友として

の本来の活動であり、末永くクラブ、カウンセラーとつながり続け、世界平和に寄与してもらいたいとお願いしました。

　感染を避けて、このような形の開催になりましたが、来年は、全員参加での開催ができることを望みます。

　一年あるいは二年間の短い期間でしたが、修了生は地区の皆様の温かいご支援ご鞭撻に感謝してそれぞれの道へ巣立っ

ていきました。今後とも米山記念奨学会に対し、熱いご支援をお願いしご報告とさせていただきます。
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特集　各クラブの奉仕事業特集　各クラブの奉仕事業

「宮っこ元気食堂への支援事業報告」 横尾　憲一

「始めた経緯」 

　２年前にガバナー方針が子ども食堂の支援を掲げたとき、当クラブの関口社会奉仕委員長が当時の

藤島会長に掛け合い、子ども食堂支援を提案したところ、会員企業に相談することになりました。その会

員企業はボランティアネットワークに出向き日々 輝学園高宇都宮キャンパス長さんと知り合い意気投合

し、まちなかで子ども食堂を開くことになりました。全国的にも子ども食堂が話題になっておりwebサイト「と

ちぎ子ども食堂ひろば」をご覧いただきますと、県内で２６の子ども食堂が開催されております。立ち上げ

の時に必要な予算も色 な々補助金があり、国、都道府県、市町村の補助金、企業の補助金等がありま

す。補助金で冷蔵庫や倉庫、キッチンカーまで購入できた子ども食堂もあるそうです。理想的には、小学

校のエリアに一つあるのが良いとされています。子どもが歩いて行ける感じでしょうか。

　当ロータリークラブが応援している子ども食堂は、「宮っこ元気食堂」と名付けられました。何故かと申

しますと、子ども食堂に対するネガティブな意見もあります。例えば子供達が学校で、あの子は子ども食

堂に行っている貧しい子だと陰で言われてしまうことがあります。その一方で本当に貧しい子どもは世間

体を気にして子ども食堂にいかないというのもあります。そういったネガティブなイメージを払拭してポジ

ティブに元気でいきましょう！という考えから名付けられました。

　「宮っこ元気食堂」ではまず協力企業から建物物件の手配、水回りの工事、冷蔵庫の提供をしていた

だきました。宇都宮南ロータリークラブが備品を提供いたしまして、メンバーでペンキ塗りや掃除をし、なにか

あったときのことを考えて賠償責任保険に加入し、昨年度の５月中野会長のときから開始されました。

「活動内容」

　活動は第２、第４月曜日、場所はまちなか、松が峰教会近く、宮園町の「宮っこ元気食堂」にて、日々 輝学園、地域のボランティアの協

力、宇都宮南ロータリークラブの会員企業、子ども食堂委員会との連携のもとに行われます。

　食事は協力企業により提供していただいたケータリング方式の温かいものを子供達にだしておりましたが、まん延防止等重点措置で

はお弁当方式になりました。近所のヤクルトさん、東武デパートのパン屋さんポンパドウルさんも商品を提供していただき、子供達のお土産

になっています。様 な々方々から協力もうけておりましてJA全農とちぎ様から昨年９月に県産米２４０キロのお米を頂きました。コロナが終

息すれば食堂にて調理も計画しています。フードロスを解消する考えもありますが、生鮮食品や調理済みの食品は難しく、日持ちする食

材を確保したいところです。

　「宮っこ元気食堂」では２階がイベントスペースになっておりまして、イベント、学習支援等を行っています。ハロウィンやクリスマスには演

奏会や合唱、ボランティアの方々やロータリアンによる学習支援等は子供達も本当に喜んでいました。

　課題としましては本当に子ども食堂を必要としている子どもに来ていただくことです。我が国の殺人事件の半数以上は身内、家庭内

で起きており子供の犠牲も少なくありません。児童相談所が対応した児童虐待件数が年々増加しています。地域のボランティアには民

生委員の方もいらっしゃいまして、地域のことは地域のボランティアの方々が一番よく知っていますので連携して活動したいと思います。

困っている子どものお腹と心をいっぱいにできたらと思います。

特集記事を掲載するにあたり
　月信第９号まで、ガバナー公式訪問の記事とともに各クラブの奉仕事業を報告いただき、各クラブの多くの特色ある奉仕事業を
報告していただきました。事業の詳細を知りたいということで特集記事を掲載することにしました。
　今般、社会的課題である「貧困」をキーワードとした「子供食堂への支援」、「施設への支援」、「エコキャップ・使用済切手の回
収」等の特色ある奉仕事業を取り上げてみました。他クラブの参考になるものと思います。

 （月信担当　真岡ロータリークラブ　市村忠男）

宇都宮南ロータリークラブ 子ども食堂委員会
委員長
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田村　晃

特集　各クラブの奉仕事業特集　各クラブの奉仕事業

「寺子屋・こども食堂支援事業報告」
1．寺子屋 

　将来を担う子どもたちに日本の伝統文化や地域に伝わるモノづくりを体

験してもらうことで、日本の優れた技術やモノづくりの楽しさを次世代に伝承

していくことを目的に実施しています。

　これまでの活動の中には、京都に伝わる「草木染め」や宇都宮市の「ふく

べ細工」、小山市の「間々田ひも細工」等、伝統工芸士を講師として招き、

多くの子どもたちにモノづくりの楽しさを体験してもらう機会を提供してきました。基本的に参加者負担金は

いただかず、ニコニコボックスで集まった資金を元に、講師への謝礼、材料費、場所代などの経費すべて

をクラブで負担しています。

　活動開始当初は、クラブ会員のご子息や知り合いを中心に参加者を募っていましたが、地域に住む多

くの子どもたちにも体験してほしいという願いから、小学校やスポーツクラブ、学童保育などに声を掛け、子

どもたちが参加しやすい場所を会場に選定してきました。

　参加した子どもたちの中には、「寺子屋」で製作した作品を夏休みの宿題や文化祭の展示品として学校に提出できるなどとして「来

年も参加したい」、「次はいつやるの？」という声があがったり、小さな子どもの引率で参加した保護者が本気になって製作に取組む姿が

見られたりと、地域の皆さんからも好評を得ています。社会奉仕活動として実施している事業ですが、同時に地域のコミュニティづくりにも

貢献していると感じています。

2．夕張市「子ども食堂支援」

　クラブ会員の親戚が北海道の夕張市役所に勤めていたことが縁で、財政

破綻した夕張市の現状について２０１９年に卓話で話を聴かせていただきまし

た。その際に、夕張市で運営している子ども食堂を支援するために“ふるさと

納税”をしてほしいという依頼があり、何人かの有志が個人的に協力をしまし

た。

　夕張市では、子ども食堂の運営が十分に行えるだけの予算は付与されず、

寄付金や地元農家からの食材の提供に頼っている部分が多いことをその後

の交流で知りました。子ども食堂の開催日には、地元の高校生やおばあさんた

ちがボランティアで食事の準備をしていますが、場所の提供や食事の段取り

は夕張市役所が担っています。市は財政再建の目途が立たず、担当者の派

遣ができなくなる可能性があることから、次年度も引続き子ども食堂が存続で

きるかどうかは分からない状況です。

　月に１～２回開催されている夕張市の子ども食堂は、炭鉱夫たちが住んで

いた長屋の一部分を改築した部屋で開催されており、参加費だけでは調理

に使う電気代やガス代を支払うことが難しく、冬は食べるものも底をついてしま

うそうです。１回の開催につき５０人近くの子どもたちが利用しており、雪の中を何キロも歩いてきても食べるものが無いという日がしばしば

あると聞きました。ちなみに、夕張市にロータリークラブはありません。

　当初、この子ども食堂に通う子どもたちに生きる希望を与えるにはどうしたら良いかを考え、ベーカリー（パン焼き機）を贈ることで、食事

を作る楽しみや就業体験など自立支援に活用いただけないかという想いに至りました。しかし、子ども食堂にはパン焼き機を使うほどの

電力（アンペア）も無く、「月に１～２回程度の利用では機材が無駄になるのではないか」、また「調理士免許のない人たちに調理させる

宇都宮北ロータリークラブ 奉仕活動プロジェクト委員会
担当理事
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のは衛生上の問題があるのではないか」と、クラブ会員からの指摘がありました。そこで、旧夕張小学校跡地で障がい者の自立支援を

目的に食堂を営んでいる団体にベーカリー機材を寄贈することによって、日頃はこの施設で障がい者の就業や自立支援に機材を活用

してもらい、子ども食堂の開催日には、この施設からパンを提供してもらうことで、子ども食堂の存続を支援する事にしました。また、パンの

焼き方などの運用については、当クラブだけでは支援が難しいことから、夕張市から車で１時間ほどの北広島市にある北広島ロータリー

クラブに「パン焼き体験会の実施」など継続的な運用支援をお願いし、快諾を得ることができました。

　地区を越えて奉仕活動をすることに対し、「地区内の子ども食堂を支援するべきではないか」、「飛行機代をかけて往復するだけのお

金があれば、他に奉仕できることがたくさんあるのではないか」など、クラブ内でも意見がありました。しかし、見て見ぬ振りができない状況

であることを説明し、理解を得ることができました。

　その後も、子どもたちが進学する時期に文房具を寄贈するなどの支援を続けています。２０２１-２２年度は正月に「餅つき大会」が実施

できるように、もち米を寄付させていただきました。貧困や差別の無い世界が訪れる日を願いながら・・・

長谷川　晃「お宝☆食堂支援事業報告」
　「お宝☆食堂への集配送車両支援・子供たちの健全な成長を育むプロ

ジェクト」

　コロナ禍の下、貧困家庭の増加に比例して子供に対するネグレクト等の虐

待件数の増加も報じられています。

　我々の社会奉仕活動を通して何か援助できる事はないか、リサーチを続け

てきました。

　その過程で、一般社団法人「発元気プロジェクト」社様運営の『お宝☆食

堂』が企業や個人から支援される食材等を子ども食堂へ配送をするボラン

ティア活動を続けている事、しかし配送に適した貨物用車両が持てずに個人

の乗用車で代用している事、等も知りました。

　各部門と慎重に協議を重ね、このボランティア活動を援助すべく軽ワゴン車

を寄贈する事と致しました。目的は「子ども食堂の存在」及び「子育ての重要

性」を地域社会に強くアピールする事で、その広告を施した車両を配送のみ

ならず、同社が運営する「歌う海賊団ッ！」のイベントにも登場させ、軽食やチラ

シなどを配布して「児童虐待防止」などを広く強く訴える事により、子供たちの

健全な成長を育む社会の意識改革を目指すものであります。

　２０２１年１１月７日うつのみやろまんちっく村で行われた「歌う海賊団ッ！」のイベントに於いて会員とその家族３０名・観客１２０名の見守

る中、車両贈呈式を執り行いました。

　その模様は下野新聞にも掲載されましてロータリークラブの活動が広く世の中に知れるものとなりましたので、この日をＲＩ会長の推奨

する「ロータリー奉仕デー」と致しました。

　この活動には地区補助金を利用させて戴き、１３０万円の予算で計画いたしましたが地区補助金額が予定より少なく、思案していたと

ころ、ありがたいことに１人の会員が不足分をスマイルすると申し出て下さり、無事プロジェクトを遂行することができました。

　当クラブでは、２０１９年度から「子供の貧困」に対する支援をさせて頂いており、宇都宮中央市場内の会員企業から毎週約２５０キロ

の野菜や果物を「宇都宮市こどもの居場所」様にお届けし現在までに約２５トンの食材を提供させていただいております。

　今後も、定期的に食材等を会員から募集し、発元気プロジェクト様に多くの「子ども食堂」に届けていただく予定をしております。

宇都宮陽東ロータリークラブ
会長
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お知らせお知らせ

2月会員数報告2月会員数報告
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クラブ名
例
会
数 ７月

１日
内女性
会　員

４０歳
未満今月 入会 増減退会 通算増通算減

会　員　数

2 
0 
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3 
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3
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2
1
1
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0
0
2
1
0
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2
1
1
0
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0
6
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1
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0
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1
0
0
0
0
6
0
0
48

1
2
0
0
2
5
1
0
2
7
4
2
1
5
2
0
0
4
1
0
0
0
0
2
108

22
14
21
23
24
48
33
10
20
37
21
60
42
37
17
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23
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11
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56
35
44
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第
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グ
ル
ー
プ

第
6
グ
ル
ー
プ

第
7
グ
ル
ー
プ

第
9
グ
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ー
プ

第
8
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ー
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クラブ名
例
会
数 ７月

１日
内女性
会　員

４０歳
未満今月 入会 増減退会 通算増通算減

会　員　数

22
15
21
24
24
46
34
11
20
36
21
62
41
37
17
27
21
34
11
35
55
39
43
21
1668

（メークアップは同じ年度内に行うことができるようになった為、地区では各クラブごとの出席率は掲載いたしません。）

大 田 原
黒 磯
西 那 須 野
黒 羽
大 田 原 中 央
烏 山
氏 家
矢 板
馬 頭 小 川
高 根 沢
宇 都 宮
宇 都 宮 西
宇 都 宮 北
宇 都 宮 9 0
（宇都宮90結・衛星）
宇 都 宮 陽 北
宇 都 宮 東
宇 都 宮 南
宇 都 宮 陽 東
宇 都 宮 陽 南
宇 都 宮 さ つき
真 岡
益 子
真 岡 西
し も つ け

小 山
小 山 南
小 山 東
小 山 北
小 山 中 央
栃 木
栃 木 西
岩 舟
壬 生
栃 木 南
日 光
鹿 沼
今 市
鹿 沼 東
鹿 沼 中 央
今 市 き ぬ
足 利
足 利 東
足 利 西
足 利 わ た ら せ
佐 野
葛 生
田 沼
佐 野 東
４ ８ Ｒ Ｃ

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
1
0
6

神山　美惠子「使用済切手収集事業報告」
　古切手収集活動は、２０１２年から１０年も続いた活動でした。私が社会奉仕委員会を担当することなり、何が出来るか福祉協議会に

伺い見つけた活動です。古切手を分類、整理し、しおりやストラップ等のグッズに生まれ変わり、福祉のお店やバザーなどで販売し、知的

ハンディキャップ問題の社会啓発資金となる、そんな活動でした。

　この活動は、過日、栃木市社会福祉協議会にお届けした分で最後になりました。生まれ変わったグッズは、外国人観光客のお土産に

売れていましたが、コロナ禍で外国人観光客が激減し、販売が望めなくなった、郵送料もかかる等の事情で栃木市社会福祉協議会が

事業の中止を決めたと思われます。とても残念です‼

　「ロータリーの友」４月号の記事中、現在の社会的課題である「生理の貧困」や取得し難い「男性の育児」への取り組みをしてい

るクラブの事業が掲載されています。これら以外にも興味深い記事が多く掲載されていますので、是非、ご一読下さい。

（月信担当者より）

栃木南ロータリークラブ
会　長
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コーディネーターニュースコーディネーターニュース

2021-2022 地区内主要行事2021-2022 地区内主要行事

月
4
4
4
5
5
6
6
6

日
10
10
19
8
29
5
12
19

曜日
日
日
火
日
日
日
日
日

       場　　　所
ホテルニューイタヤ　　　　　　　　　　　　　

作新学院大学
作新学院大学
ホテルニューイタヤ

　　　  担　　　当
地区青少年交換委員会
地区米山記念奨学会委員会

ホスト：宇都宮陽東RC
ホスト：宇都宮陽東RC
地区青少年交換委員会
地区RYLA委員会
地区米山記念奨学会委員会

開催方式

延期

  　　　　　　　　 行　事
22-23年度派遣学生　オリエンテーション
米山新奨学生・カウンセラー対象オリエンテーション
第5回ゴルフ選手権大会
2022-23年度　地区研修・協議会　
幹事エレクト研修セミナー（SETS)
第1回受入ホストクラブ研修会
高校生RYLAセミナー
米山第1回地区米山委員会・奨学生卓話研修会
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高畑　健一
栃木西ＲＣ
2022年3月1日入会

サントリースピリッツ株式会社
あずさの森工場工場長

よろしくお願いします。

木下　仁志
宇都宮東ＲＣ
2022年2月22日入会

アートナイブ株式会社
常務執行役員

会員の皆様、宜しくお願い致します。

谷田部　勝寛
宇都宮東ＲＣ
2022年2月22日入会

ジブラルタ生命保険
株式会社

頂いたご縁に感謝しております。今後、ご
指導宜しくお願い致します。

高橋　健一
宇都宮南ＲＣ
2022年3月9日入会

株式会社日本旅行
宇都宮支店 支店長

前任地で栃木RCに5年間お世話にな
りました。宇都宮南RCでも頑張ります。

新入会員紹介新入会員紹介

物故会員物故会員

磯ヶ谷　正徳
西那須野ＲＣ

いそがや まさとく

２０２２年２月１1日逝去（享年63歳）
１９９０年１月９日入会

ロータリー歴
2007―2008年度 第37代会長

財団、米山記念奨学会などの寄付歴
財団　ポール・ハリス・フェロー　2回
　　　米山功労者　4回

訃報

ご冥福を
お祈りいたします



国際ロータリー第2550地区 ガバナー事務所

TEL:028-651-2550  FAX:028-651-2551
e-mail : m2550@agate.plala.or.jp  URL : http://www.rid2550.com/

〒321‐0945 宇都宮市宿郷5‐21‐15　ベルヴィ宇都宮内１Ｆ

国際ロータリーからの声明文国際ロータリーからの声明文

　国連の推計によりますと、避難民の数は５００万人にまで膨れ上がる可能性があり、ヨーロッパをはじめ、世界中

のロータリークラブが救援活動を強化しており、中には現地で避難民の支援に当たってるクラブもあるようです。国

際ロータリーは、国連難民高等弁務官事務所と連絡を取り合って、ウクライナ国内および近隣諸国へのニーズに対応

するための準備も行っています。

　「ウクライナと世界の人びとにとって、痛ましい悲惨な状況となっています。ロータリーは、ウクライナにおけ

る状況悪化と、人命の喪失および人道的苦難が深刻化していることを深く懸念しています。ウクライナに対する

軍事行動が続けば、地域の荒廃を招くだけでなく、欧州と世界にも悲惨な結果が広がる恐れがあります。

　世界最大の人道支援団体の一つとして、ロータリーは「平和」を世界的使命の礎としてきました。

　私たちは、国際社会とともに即座の停戦、ロシア軍の撤退、および対話を通じた対立解決のための外交努力の

再開を求めます。

　過去１０年間、ウクライナ、ロシア、および近隣諸国のロータリークラブは、国の違いを超えて、親善を推進し、

戦争や暴力の被害者への支援を先導する平和構築プロジェクトに積極的に取り組んできました。

　私たちは今、この悲劇的な出来事に直面しているウクライナのロータリー会員やひとびとのために祈ります。

国際ロータリーは、救援物資や支援を提供し、ウクライナ地域に平和をもたらすために全力を尽くします。」

「ウクライナ情勢に関する国際ロータリーからの声明文」

　ＲＩ日本事務局財団室NEWS２０２２年号外（３月１０日発行）から一部転載します。

ロータリー財団がウクライナ地域での直接的人道支援窓口を設置

　深刻化するウクライナでの人道的危機への対応として、ロータリー財団は現在、ロータリー地区が実施して

いる救援活動を支える資金を世界中のロータリー会員が寄付することのできる正式な窓口として、「災害救援

基金」を指定しました。

　ロータリー地区は未配分の地区財団活動資金（ＤＤＦ）を災害救援基金に充て、ウクライナと関連する人道的

補助金を支援する事ができるようになりました。

　以上のことを受け、２５５０地区は、ウクライナに関連する避難民に対し、ロータリー財団が指定した「災害

救援基金」に２万ドルを人道的寄付として拠出することを決定したことを報告します。

（２０２２年３月１３日　ガバナー　石田順一）

２０２２年２月２５日
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